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令和５年度 第５回豊田市藤岡地域会議  議事録 

開催日時 令和５年８月３１日（木） 
開会 閉会 

１９時００分 ２０時５０分 

会  場 藤岡交流館 多目的ホール  

出 席 者 

委 員 １７名出席 

【諮問】太田市長、企画政策部 都築副部長 

企画課 宮川担当長、都市計画課 花田課長 

地域振興部 中川室長、藤岡支所 山田支所長、佐藤副支所長、林担当長、

内野書記 

近藤市議、安藤藤岡交流館長 

次  第 

１「豊田市民の誓い」唱和  

２ 開会 地域会議会長あいさつ 

     市長あいさつ 

３ 諮問 

（１） 諮問書の授受 

（２） 諮問内容説明 

（３） 質疑応答及び意見交換 

（４） 市議あいさつ 

４ 協議 

（１） 答申の進め方について 

（２） 提言書（案）の確認について         

５ 報告 

（１） 委員からの報告（各団体の活動など） 

６ 事務連絡 

（１） 「第５回地域共生社会推進全国サミット㏌とよた」について 

■議事（要約） 

３ 諮問 

  市長からの諮問書を会長が授受した。担当課から諮問内容の説明を受け、質疑応答・

意見交換を行った。 

 

【諮問内容】 

 第９次豊田市総合計画に掲げる本市のまちづくりの方向性「（仮称）ミライ構想の方向性」

のめざす姿やまちづくりの基本的な考え方、都市構造について 

  

【主な質疑応答】 

委員：支所周辺のまちづくりについて、市長は藤岡地区をどのように見ているか。 

 

市長：支所も新しくなり、住民が集まる拠点、核を中心にまちづくりを進めていくのは

当然であり、ここを中心に活性化していくには、連携したまちづくりをいかに想
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定できるか。それは、必ずしも行政が主導で絵を描くものではなく、常に住んで

いる方とキャッチボールをしながら考えるものだと考えている。 

 

委員：藤岡と小原を、国道を通じた一つの生活圏として考える連携について、どのよう

に考えるか。 

 

市長：商業施設の誘致は、出店する業者が採算を見込めるかどうか。また、多くの住民

が店舗を利用し続けることができるかが鍵。支所周辺を核として盛り上げ、業者

にとって魅力のあるまちにしていくことが大事。その時に、おのずと小原との連

携は作られていくのではないか。 

 

委員：生活拠点をどのように便利なものに整備していく予定か。 

 

市長：より便利にという考えが優先されるが、ないものを補い、あるものを活かす「発

想の転換」をしていく必要がある。他の地域では、買い物等において工夫をして

いる例もある。 

    大人が子どもに住まわせたくないと思ったら終わってしまう。不便な中だからこ

そ、いろいろなことに気づき学べるということを、大人が子どもに伝えられるか

にかかっている。 

    中山間地域に住まう人は、地域共生社会とも言える健康的な暮らしをしている。

そんな暮らし方を子ども達に伝えていく。その中でしか得られないものが必ずあ

る。 

 

委員：御作小学校近辺に、災害時の避難機能やふじの回廊の駐車場を兼ねた広場がある

とよいと思うが、どう思われるか。  

 

市長：広域の観点から冷静に判断すべきこと。安全な場所にすみやかに避難し、当面は

車中泊で過ごし、その後避難所に移動するといった避難形態に、今後変わってい

くと思う。  

    御作小学校は少人数校であること、また重要な観光資源であるふじの回廊をどう

していくのかを含め、しっかり議論をしていく必要がある。 

 

委員：女性が活躍できる社会に向けて、トレーニングをする機会を増やしてほしい。 

 

市長：女性のリーダーシップや、男性の育児休暇の取得率が上がっているなど、身近な

市役所の職員を見ていても、世の中は自然に変わってきている。あまり無理をし

なくてもいいのでは。 

 

委員：６６年暮らしているが、何も変わっていない。市街化調整区域を外すことができ

たら、もう少し発展できるのでは。山村にある拠点の発展について、伺いたい。 
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市長：藤岡にとって、いい方向になる判断をしていきたい。 

    人類が便利な暮らしを追求した結果として、「地球の沸騰化」に繋がっている。藤

岡は典型。雇用や教育はあるが、多少の不便さがある。このような暮らしをしな

いと、温暖化に歯止めがかからない。もっと便利な暮らしを追求し続けると、子

ども達はもっとつらい暮らしを送ることになる。 

「藤岡ライフ」が、これからの豊田市、日本を作っていく。「藤岡ライフ」が日本

の先端を行っている。このようなライフスタイルが日本には必要だと言えると思

う。それを地域の皆さんが、子ども達と一緒に情報発信できるようになると嬉し

い。藤岡にはまちづくりの可能性があるので、探りながら、丁寧に進めていって

ほしい。 

 

４ 協 議 

（１）答申の進め方について  

   会長から、１月の答申に向けて、今後のスケジュールについて説明があった。 

（２）提言（案）の確認について 

   副会長から、提言２の文言修正の提案があり、委員の合意を得た。 

 

５ 報 告  

（１）委員からの報告（各団体の活動など） 

   藤岡地区コミュニティ会議、藤岡地区高齢者クラブ連合会から報告があった。 

 

【今後の開催予定】 

第６回地域会議（９月２８日（木）午後７時から藤岡交流館 多目的ホール） 


